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総合登録演習より



2

A病院
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●やカタカナで提出された場合
照合ができないので、置き換えて備
考欄に正式な漢字の参考情報を記載

新里町甲・乙・丙など注意

側性：結腸は、「７.側性なし」
（マニュアルP31)

病理診断は管状腺癌（中分化は選択
できないので、備考欄に入力
(マニュアルP34～36)

自施設診断なので、診断日は
「がん」と診断された最も確からし
い検査をした検査日
(マニュアルP40)

手術後の病理報告から
「420.領域リンパ節転移」を選択

手術後の病理報告より
「１.腫瘍遺残なし」を選択

診断根拠は届出時点までの「全経過
を通じて」であり、紹介先の医療行
為は記載しない。（マニュアルP39）
「１．原発巣の組織診」

備考欄の活用（マニュアルP53)

演習問題１
A 



がんに関する情報が乏しい場合も届出る
必要があるか。

•届出の対象は定義の通り。基本情報を正確に入力し、
がん情報は自施設でわかる範囲で提出ください。
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⑧側性：マニュアル参照（7か9）
⑨原発部位（詳細分類）：詳細部位不明
⑩病理診断：悪性腫瘍
⑪診断施設：他施設診断
⑫治療施設：他施設で初回治療終了後に、自施設に受診
⑬診断根拠：臨床診断
⑭診断日 ：当該腫瘍初診日
⑮発見経緯：不明
⑯進展度・治療前：不明
⑰進展度・術後病理学的：手術なし
⑱~⑳、㉒~㉕治療：自施設で施行なし（すべて）
㉑観血的治療の範囲：観血的治療なし

演習問題２



★基本情報は正確に記入する

側性：胃は「７.側性なし」
（マニュアルP31)

部位は「胃」を選択し、詳細分類は
詳細部位不明、組織型・性状は「悪
性腫瘍」を選択

他施設診断なので、診断日は「当該
腫瘍初診日」(マニュアルP40)

進展度・術後病理学的は、「660. 手
術なし・術前治療後」を選択
「499.不明」を選択しない

観血的治療の範囲は、
「６. 観血的治療なし」

診断根拠は最も低い診断根拠
「６.臨床診断」を選択
（マニュアルP39）

備考欄の活用（マニュアルP53)

A病院

診断施設は「２.他施設診断」 治療
施設は「４.他施設で初回治療終了後
に自施設に受診」を選択

進展度・治療前は「499. 不明」

自施設での死亡でなければ空欄

演習問題２
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基本情報を正確に
・氏名（漢字）
・生年月日
・診断時住所

側性：マニュアル参照
原発部位(詳細分類)：詳細部位不明
病理診断：悪性腫瘍
診断施設：他施設診断
治療施設：他施設で初回治療終了後に、自施設に受診
診断根拠：臨床診断
診断日 ：当該腫瘍初診日
発見経緯：不明
進展度・治療前：不明
進展度・術後病理学的：手術なし
治療：自施設で施行なし（すべて）
観血的治療の範囲：観血的治療なし

演習問題２


